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“じゃばら”を手と

足に使って人形を作

ったよ。初めは紙を

きれいに折るのが難

しかったけど、とっ

ても楽しかったよ。

栄保育園
　加　瀬　さくら ちゃん

か 　 せ 　 　

鏡の反射を使った奥

行き感のある作品を

作りました。紙粘土

の造形は大変だった

けど馬をかわいらし

く表現できました。

豊
栄
地
区
久
方

土

屋

美

緑 

さ
ん
（
17
歳
）

　

つ
ち

や　

み　

の
り

お子さんの写真に、氏名・生年月日・両親氏名・住所・電話番号・
コメントを添え、郵送、持参またはメールでご応募ください。

アイドル
募集中！
アイドル
募集中！

平
成
28
年
10
月
２
日
生
ま
れ
〔
貝
塚
〕

菱

木

愛

翔 

く
ん 

１
歳

ひ
し

ま
な

き

と

ど
う
ぶ
つ
え
ん
行
こ
う
ね
♪

ど
う
ぶ
つ
え
ん
行
こ
う
ね
♪

※在籍校（園）・学年は３月現在

須
賀
保
育
園

　
及
　
川
　
琉
　
成 

く
ん

お
よ

か
わ

　

り
ゅ
う

せ
い

　

　小さな頃から絵を描くことが好きで、高校入学を
機に真剣に取り組みたいと思い、活動が熱心な匝瑳
高校の美術部に入部しました。主に油絵を描いてい
て、その多彩な表現方法や技法に「これほど時間を
かける絵は他にはないな」と実感しました。難しい
反面、醍醐味でもあります。
　私の作品は、人と動物をモチーフにすることが多
く、そこに空想的な表現を加えて明るく仕上げてい
ます。キャンバスの前に立ったら、気の向くまま色
を乗せていき、楽しくて夢中になってしまいます。
３月には公民館で部単独の展示会があり、一挙に作
品を飾る機会はなかったのでとても新鮮で、多くの
人に見てもらえてうれしかったです。
　美術部に入ってから、仲間と共に制作に取り組ん
だり、たくさんの人と出会ったりすることができま
した。これからは自分がこうした貴重な体験や出会
いを後輩たちに提供する側になれたらいいですね。

段ボールで作ったロ

ボット型秘密基地に

折り紙をたくさん貼

ってカラフルにした

よ。おうちで妹と一

緒に遊びたいな。

野田小５年
　大和地　璃　子 さん

　や ま と じ　 り 　 こ

共興地区東小笹

　６年ほど前から始めた「盆景」。山登りも好きなので各地の
情景を思い浮かべて制作しています。盆景に携わる時間が生き
がいで、この小さい世界には完成までの思いや昔の記憶などが
凝縮されていますね。４月１日（日）には八日市場特別支援学
校の南側で仲間たちと展示会を開くので、ぜひお越しください。

思い出を凝縮
　　　“盆景”

つか もと 　 　

塚 本 ア サ さん（76歳）
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各コーナーへの
ご応募お待ちしています

〒289－2198　匝瑳市八日市場ハ793番地２　匝瑳市役所秘書課広報広聴班
☎73－0080　FAX72－1114　メール h-koho@city.sosa.lg.jp

投稿をお待ちしています！
作品に住所、氏名、電話、題名、50字程度のコメ
ント、撮影日・場所を添えて、ご応募ください。
《応募できる人》市内在住者で、一度に一人１点。
《サイズ》プリント判は自由、データは１MB以上。
《応募方法》郵送、持参、メールのいずれか。

志 賀 正 義 さん（生尾）
　 　 　　

No.38No.38

撮影場所　市内・生尾

　「月が地球の影に入り、赤銅色に光る
スーパー・ブルー・ブラッドムーンの特別
な時間を多重露出撮影で観た」

み

　市教育委員会表彰が、市民ふれあいセンターで２月22日に行われ、
八日市場第二中学校３年・白土茶実さんと同校１年・白土莉紅さん、
野田小学校５年・伊東文仁君の３人が表彰を受けました。
　この表彰は、スポーツや学芸で優れた功績があった児童・生徒を
たたえるもので、白土茶実さんと白土莉紅さんは陸上走り幅跳び、
伊東君はトライアスロンの各競技で、全国大会などにおいて優勝や
上位入賞した実績が評価されました。
　また、白土茶実さんはこの他に、同月に千葉県議会児童・生徒表
彰を、３月に市スポーツ功労表彰をそれぞれ受けました。

※在籍校・学年は３月現在

全国優勝などでの活躍をたたえる

教
育
委
員
会
表
彰 表彰を受けた白土茶実さん（前列中央左）、

白土莉紅さん（同中）、伊東文仁君（同右）

参道を照らす「絆の灯」。階段中央には「３.11」
と表された（太田康晴さん提供）

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
７
年
を
迎
え
、

記
憶
を
つ
な
ぐ
催
し
が
開
か
れ
ま
し
た
。

広
が
る
復
興
の
輪

未
来
を
照
ら
す
「
絆
の
灯
」

　
八
日
市
場
イ
の
天
台
宗
東
榮
寺
で
、
山
門

か
ら
本
堂
に
向
か
う
参
道
に
多
数
の
ろ
う
そ

く
を
灯
す
〝
万
灯
会
〞
が
３
月
11
日
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

　「
絆
の
灯
」
と
呼
ぶ
こ
の
催
し
は
、
東
日

本
大
震
災
犠
牲
者
の
慰
霊
と
日
本
人
の
絆
の

再
確
認
を
目
的
と
し
て
、
震
災
の
翌
年
か
ら

匝
瑳
市
仏
教
会
の
主
催
に
よ
り
奉
灯
者
を

募
っ
て
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。
同
寺
の

室
生
述
成
住
職
に
よ
る
と
、
こ
れ
ま
で
に
約

３
０
０
灯
が
さ
さ
げ
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
、

「
年
々
参
加
者
が
増
え
て
復
興
の
輪
が
広

が
っ
て
い
る
。
皆
さ
ん
に
感
謝
し
て
、
継
続

し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

「
海
」
テ
ー
マ
の
文
芸
賞
で

椎
名
さ
ん
が
特
別
賞
に

　
大
き
な
被
害
を
受
け
た
東
日
本
大
震
災
を

語
り
継
ご
う
と
旭
市
の
市
民
グ
ル
ー
プ
が
創

設
し
た
文
芸
賞
で
、
椎
名
昭
雄
さ
ん
（
八
日

市
場
イ
）
の
作
品
が
入
選
し
ま
し
た
。

　
文
芸
賞
は
「
海
」
を
テ
ー
マ
に
自
由
詩
や

短
歌
、
俳
句
な
ど
を
募
っ
た
も
の
で
、
東
総

文
化
会
館
で
２
月
18
日
に
行
わ
れ
た
審
査
会

で
は
、
約
１
６
０
０
点
の
応
募
の
中
か
ら
35

組
が
体
験
な
ど
を
つ
づ
っ
た
作
品
を
朗
読
。

椎
名
さ
ん
は
、
い
ま
だ
基
礎
部
分
だ
け
が
残

る
住
宅
が
目
立
つ
飯
岡
海
岸
沿
い
の
道
路
を

走
行
し
た
と
き
に
見
た
景
色
を
思
い
浮
か
べ

て
作
っ
た
短
歌
『
飯
岡
漁
港
』
を
詠
み
、
特

別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

《
椎
名
さ
ん
の
作
品
（
５
首
中
の
１
首
）》

　
こ
の
海
が
あ
ん
な
に
荒
れ
て
狂
ふ
と
は

　
朝
凪
清
け
し
飯
岡
漁
港

　
こ
の
他
、
学
校
単
位
で
の
応
募
も
あ
り
、

本
市
の
小
中
学
校
か
ら
は
次
の
４
人
の
作
品

が
佳
作
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

▽
熱
田
瑠
初
さ
ん
（
野
栄
中
）、
大
木
百
叶

さ
ん
（
椿
海
小
）、
土
屋
ひ
な
た
さ
ん
（
野
田

小
）、
藤
田
陽
月
さ
ん
（
同
）

東
日
本
大
震
災
の
記
憶
を
つ
な
ぐ

関連行事の「読み書
き歌い語り継ぐ集
い」で短歌を発表す
る椎名さん（県立東
部図書館・３月11日）

ひ
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